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教育行政と福祉行政について

落ちこぼれの子どもを
一人も出すべきではない

不退転の決意で取り組む

間

盤
日

Ｆ

赤
間
市
長
は
就
任
２

年
目
を
迎
え
、
平
成
２７
年

度

の
施
政
方
針

に
は
、
市

民
の
期
待
に
十
分
応
え
う

る
力
強

い
意
欲
が
示
さ
れ

て
い
る
。
主
な
事
業
と
し

て
は
、
行
財
政
改
革

の
切

り
札
で
あ
る
新
庁
舎
建
設

の
推
進
。
医
療
、
介
護

・
福

祉
、
教
育
な
ど

へ
の
情
報

通
信

の
活
用
。
火
葬
場
建

設
の
早
期
着
手
。
続

い
て
、

手
厚

い
子
育
て
支
援
に
向

け
て
の
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
完
全
無
料
化
、
保
育

料
現
行
負
担
額
の
１０
ポ
イ

ン
ト
引
き
下
げ
、
教
育
施

策

に

つ
い
て
は
、
新
規
事

業
と
し
て
嘉
麻
市
未
来
塾

の
創
設
。
新
設

の
総
合
教

育
会
議

に
お

い
て
は
、
学

力
向
上
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

推
進
等
…
。
前
段
は
、
私
ど

も
が
久
し
く
事
業
推
進
を

待
望
し
て
い
た
も

の
で
、

後
段
は
、
子
育

て
中

の
保

護
者
に
と

っ
て
大
き
な
福

音
で
あ
る
。
以
上
、
赤
間
市

長
の
積
極
的
な
施
策
方
針

を
高
く
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。
次

に
、
貧
困
家
庭

に
お

け
る
児
童
生
徒
の
落
ち
こ

ぼ
れ
の
な

い
学
力
保
障
の

対
策

に

つ
い
て
。
全
国
学

カ

テ
ス
ト

の
目
的
は
、
い

ず
れ
も
最
終
学
年
に
向
け

て
、
こ
れ
ま

で
の
学
習
が

十
分
備
わ

っ
て
い
る
か
を

検
証
す
る
た
め
の
学
力
調

査

で
あ

る
。
嘉
麻
市

に
お

い
て
は
小
中
学
校
と
も
半

数
に
至
る
子
ど
も
が
全
国

平
均
以
下
の
厳
し
い
結
果

を
示
し
て
い
る
。

貧
困
世
帯
で
あ

っ
て
も

生
活
保
護
世
帯
で
あ

っ
て

も
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が

身
に
つ
け
る
べ
き
最
低
限

の
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
教
育
支
援
の
焦

眉

の
急

で
あ

る
。
赤
間
市

長
の
決
意
を
求
め
た
い
。

赤
欄
市
長

一一
質
問
の
趣
旨

は
、
ま
さ

に
嘉
麻
市

に
お

け
る
最
も
重
要
か
つ
喫
緊

の
問
題

で
あ
り
、
次
世
代

を
担
う
嘉
麻
市
の
子
ど
も

た
ち

の
成
長
が
、
次
代

の

嘉
麻
市
を
確
固
た
る
も
の

と
す
る
こ
と
に
私
自
身
も

大

い
に
共
感

す

る
も

の

だ
。
こ
の
課
題

に

つ
い
て

は
嘉
麻
市
に
お
け
る
最
重

要
課
題
と
し
て
認
識
し
て

お
り
、
不
退
転

の
決
意

で

取
り
組
ん
で
い
く
。

地域の活性化について

1問 地域おこし協力隊制度の
導入について

'答

|この制度の目的を理解し
~‐
検討して行きたい

Ｆ

都
市
部
の
若
者
ら
を

過
疎
地
の
自
治
体
が
募
集

し
、
地
域
活
動

に
従
事
し

て
も
ら
う
地
域
お
こ
し
協

力

隊
制
度

が
全

国

に
広

が

っ
て

い
る
。
地
域

の
活

性
化
、
若
者

の
定
住
促
進

の
有
効
な
手
だ
て
の

一
つ

と
し
て
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

秋
山
産
業
振
興
課
長

こ
の
制
度

の
活
用

に
は
、

何
に
取
り
組
み
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
ほ
し
い
の

か
な
ど
、
市

や
地
域

の
課

題
、
要
望
を
整
理
す

る
必

要
が
あ
る
。

〓
Ｆ

協

力

隊

員

の
募

集

は
、
自
治
体
が
行

い
、
採
用

さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
は
、
住

民
票
を
移
し
て
住
む
こ
と

に
な

る
。
居
住
地

で
生
活

活
動
の
草
刈
や
農
作
業
の

手
伝

い
、
独
居
老
人
宅

の

訪
間
、
声
掛
け
、
買
い
物
移

動
サ
ポ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
協
力
活
動
を
行

フヽ
。
国

の
財
政
支
援
も
あ

り
、
本

市

で
も

こ

の
よ
う

な
有
効
な
制
度
を
利
用
し

て
は
。

こ
の
制
度

の

目
的

を
十

分

に
理
解

し

て
、
今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
て
行
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。

自
治
体
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン

ア
プ
リ
の
開
発
に
つ
い
て

豊
一
自
治
体

の
直
面
す
る

課
題
解
決

に
貢
献

し
、
地

域
住
民
に
と

っ
て
役
立

つ

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
用
ア
プ

リ

の
開
発

が
進

ん

で

い

る
。
主

に
、
地
域
情
報

。
観

光

。防
災

・健
康

・福
祉
等
、

地
域
の
活
性
化
や
安
全
安

心

に
つ
な
が
る
と
し
て
、

便
利
な
情
報
を
住
民
及
び

観
光
で
来
る
人
な
ど
に
提

供
で
き
る
嘉
麻
市
専
用
ア

プ
リ
の
開
発
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

篠
‐崎‐■
■
■
車
業
婁
〓

自
治
体
の
ア
プ
リ
に
つ
い

て
は
、
市
民
側

か
ら
見

て

も

利

便

性

が

高

く
、
メ

リ

ッ
ト
も
多

い
と
考
え
ら

れ

る
た

め
、
開

発

コ
ス
ト

の
課
題
が
ク
リ

ア
さ
れ
れ

ば
、
〈
フ
後
、
多
く

の
自
治
体

で
導
入
が
進
ん

で
い
く
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

一溝
一猥
一
ま
ず

は
、
地
域
情

報
推
進
計
画
で
定
め
る
観

光

ア
プ

リ

の
導

入
を

図

り
、
そ

の
他

の
ア
プ

リ

に

つ
い
て
は
、
調
査
、
研
究
の

耀

縫

ｇ

出
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部落差別をなくすために

F・3讐
嘉撃憲i詔鶏駆讐蓄

Jに

:鐵‡部落差別をなくすしかない

遭
一
人
権
研
修

の
状
況
を

問
う
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
性

同

一
性
障
害
、
部
落

の
歴

史
を

５
回
行

っ
た
。
参
加

者
は
６
１
２
名
だ
。

一
一
窓
口
業
務
で
被
差
別

部
落
を
特
定
す
る
質
問
に

対
応
で
き
な
か

っ
た
わ
け

だ
が
、
具
体
的
な

シ
ミ

ュ

レ
ー
シ
ヨ
ン
研
修
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

人
事
秘
書
課
長
　
人
権

・

同
和
対
策
課
と
連
携
し
て

取
り
組
み
た
い
。

雪
一
地
名
総
監
事
件

の
内

容
を
説
明
願
う
。

■
■
人
■
■
■
■
■
■
ｉ

全
国
の
同
和
地
区
の
住
所

が
示
さ
れ
た
図
書

で
、
就

職
や
結
婚
差
別
を
す
る
こ

と
を
目
的

に
、
興
信
所

や

探
偵
社
が
出
版
し
数
多
く

の
企
業
や
個
人
に
秘
密
資

料
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。

国
は
同
和
差
別
で
あ
る
と

認
識
し
た
。

野
一
地
名
総
監
は
な
ぜ
問

題
視
さ
れ
た
の
か
。

一人
■
一
一
■
■
■
■
一

同
和
地
区
を
限
定

し
、
就

職
や
結
婚
す
る
際
に
排
除

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
を
問
題
視
し
た
。

昔
一

こ
の
地
名
総
監
事
件

は
同
和
差

別

に
直
結

す

る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め

に
は
、
部
落
差
別

を
な
く
す
し
か
な

い
と
思

う
が
ど
う
か
。

僣

早

彎

臀

一

そ
の
通
り
だ
。

一導

「福
岡
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
に
関

す

る
条
例
」
の
概
略
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
。

富

・員

同
和
地
区

に
居
住
し
、
又

は
居
住
し
て
い
た
こ
と
で

結
婚
、
就
職
な
ど

の
差
別

を
防
止

し
、
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
差
別
意
識

解
消

の
た
め
、
県
、
県
民
及

び
事
業
所
の
責
務
を
定
め

た
も
の
だ
。

渾

こ
の
条
例
は
周
知
さ

れ

て
い
な

い
。
嘉
麻
市
版

の
「部
落
差
別
事
象

の
発

生
防
止

に
関
す

る
条
例
」

が
制
定
で
き
な
か
。

僣
ヨ
■
ヨ
ｉ

国
は
人
権
啓
発
推
進
法
を

制
定

し
、
県
も

こ
の
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。
同
和

問
題
は
１
自
治
体
で
解
決

で
き
な

い
。
近
隣
自
治
体

熊ケ畑産廃場において隣接
している市有地を無断で使
用しているのではないか ?

引き続き調査したい

問

一畿
一
に
つ
い
て
は
。

慣
一
熊
ヶ
畑
不
法
投
棄
産

廃
、
百

々
谷
最
終
処
分
場

及
び
百
々
谷
中
間
処
分
場

に
つ
い
て
、
そ

の
後
県
と

の
交
渉
は
。

秋
吉
総
合
調
整
監
　
い
ず

れ
の
産
廃
問
題
に
つ
い
て

も
‐２
月
以
降
の
進
展
は
な

い
と

い
う
県
か
ら
の
報
告

で
あ
る
。

貫

百
々
谷
の
中
間
処
分

場
が
産
廃
の
仮
置
き
場
と

し
て
い
る
熊
ヶ
畑
の
場
所

総
合
調
整
監
　
県
に
確
認

し
た
と

こ
ろ
、
現
在
有
価

物
の
保
管
場
所
と
し
て
利

用
し
て
お
り
、
〈フ
後
別

の

場
所
で
保
管
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

貫

能
小
ヶ
畑

の
産
廃
場
に

お
け
る
市
所
有
地
と
の
境

界
の
確
認
に
つ
い
て
は
。

霊
■
■
■
■
■
一
業
者
と

市
職
員
双
方
の
現
地
立
会

い
の
も

と
確

認
を

し
た

が
、
境

界

の
確

定

に

は

至

っ
て
い
な
い
。

遭
一
隣
接
し
て
い
る
ミ

ニ

産
廃
場

に
お

い
て
も
、
市

有
地
と
の
境
界
が
は

っ
き

り
し
な

い
場
所
が
見
受
け

ら
れ
る
が
。

■
■
＝
ｉ
一
引
き
続
き
調

査
し
た
い
。

一
一
拡
張
さ
れ
た
産
廃
場

の
第
１
期
計
画
範
囲
内
に

市
所
有
の
里
道
２
５
４
２ｍ

が
含
ま
れ

て

い
て
、
平
成

２６
年
１２
月
２６
日
付
け
で
所

有
権
移
転
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
売
買
価
格
は
。

一蘭

理
墨
膚

払

い
下
げ
価

格
は
８
万
８
９
０
０
円

で

あ
る
。

●

‐
２ｍ
当
た
り
３
５
０

円
が
妥
当

か
否
か
わ
か
ら

，

な

い
が
、
本
来
、
平
成

２２
年

‐２
月

に
業
者
が
拡
張
申
請

を
県

に
提
出
し
た
時
点

で

拡
張

の
範
囲
内

に
市
有
地

が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を

指
摘
す
べ
き
で
あ

っ
た
と

思
う
が
。

鏃
嶽疵
蝙

そ
の
と
お
り

で
あ
れ
ば
お
か
し
い
と
思

う

が
、
私

の
就

任

前

の

こ

と

で
あ

る
た

め
、
こ

こ
で

の

コ
メ

ン
ト

は

控

え

た

い
。

市内産廃場問題について
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嘉穂総合運動公園について

'誘
輩 が 要 高 輯 遊具を
撤去した

I箇:設置に向け取り組む

頂
一一
嘉
穂
地
区
小
学
校
統

合

後

の
跡
地

利

用
、
特

に

体
育
館

・
運
動
場

。
校
舎

の
管
理
と
利
用

に

つ
い
て

は
、
ど

の
よ

う

に
考

え

て

い
る
の
か
。

西
野

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
長

体

育

館

に

つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算

で
全
面

に
ワ
ッ

ク
ス
か
け
を
す
る
。

森
日
財
政
課
長
一
校
合

に

つ

い
て

は
、
警

備

・
消

防

施

設
点
検

等

に

つ
い
て
、

こ
れ
ま

で
ど
お
り
業
務
委

託
を

継

続

し

て

い
る
。
足

自

小

学
校

で
は
、
地

元

の

皆
様
と
協
議
し
公
民
館
活

動

の

一
環

と

し

て
、
月

に

一
回
程

度
、
清

掃

な

ど

を

お
願

い
し

て

い
る
。
他

の

小

学

校

跡

地

に

つ

い

て

も
、
地

元
団
体

の
協

力

等

に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き

た

い
。

柴
田
学
校
教
育
課
長

泉
河
内
小
学
校
運
動
場

の

利
用

に
つ
き
使
用
願

い
が

出

て

い
た

が
、
目
的

外

使

用

で
許

可

で
き

な

か

っ

た
。
〈
フ
後
は
、
各
地
区

の
跡

地

利

用
委

員

会

で
、
地

元

の
有
効
活
動

に
つ
い
て
協

議

し

て

い
た

だ

き
、
地

区

の
総
意
と
し
て
利
用
す
る

こ
と

が
決

ま

れ

ば
、
速

や

か
に
対
応
す
る
。

質
　
総
合
運
動
公
園

の
わ

ん
ぱ
く
広

場

に

つ
い
て
、

議
会

に
も
予
告
な
く
撤
去

さ
れ

て
い
る
が
ど
う

い
う

こ
と

か
。
〈
フ
後

ど

う

す

る

の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

わ

ん
ぱ

く

広

場

は
、
開

設

後

１７
年

が
経

過
、
１４
遊

具

中
Ｈ

の
器
具

に
異
常

が
見

つ
か

っ
た

の

で
撤

去

し

た
。
議

会

に

報

告

し

な

か

っ
た

こ
と

に
つ
い
て
は

民
生
文
教
委
員
会

で
も
指

摘

を

受

け
た
、
〈
フ
後

こ
の

よ
う
な

こ
と
が
な

い
よ
う

に
す
る
。

木
本
教
育
長
一
運
動
公
園

の
近
隣

の
方

々
や
嘉
麻
市

民

の
方

が
、
憩

い
の
場

と

し
て
こ
れ
ま

で
利
用
し
て

い
る
。
総

合

運

動

公
園

の

中

の
憩

い
の
場

で
、
前

向

き

に
遊
具

の
件

に
つ
い
て

は
協

議

し
な

が
ら
、
設

置

に
向

け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

地方創生について

IF・3 贅保副憲叢〒霜寡8
1籍:地方版総合戦略を
''・
来年度中に策定する

質
一
国
の
平
成
２６
年
度
補

正
で
地
方
創
生
分
野
の
対

策
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で

「地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援

の
た
め

の
交
付
金
」

が
位
置
づ
け
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
は
。

原
田
企
画
調
整
課
長

地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起

や
直
接
効
果
を
有
す
る
生

活
支
援
策
と
し
て
「地
域

消
費
喚
起

・
生
活
支
援
型

交
付
金
」
９
４
６
９
万
３

千
円
が
交
付
予
定

で
「地

方
創
生
先
行
型
交
付
金
」

７
７
６
４
万
８
千
円
が
交

付
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

質
　
地
域
消
費
喚
起

。
生

活
支
援
型
交
付
金
に
お
け

る
予
定
事
業
は
。

企
画
調
整
課
長
　
①
プ

レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
②
ふ

る

さ

と

名

物

商

品

・
旅
行
券
活
用
事
業
③

住
宅
改
修
補
助
事
業
を
予

定
し
て
い
る
。

質

〈
フ
回
発
行
す
る
商
品

券
は
、
毎
年
、
商
工
会
等
で

発
行
し
て
い
る
商
品
券
と

ど
の
よ
う
に
違
う

の
か
。

企
画
調
整
課
長

〈
７
回
発

行

す

る
商

品
券

は
、
プ

レ

ミ
ア
ム
率
を
３０
％

に
設
定

し
、
５

０

０
円
券

２６
枚

つ

づ

り

を

１

万

円

で
販

売

し
、
２
万
部

の
発

行

予
定

で
あ
る
。

質
　
地
方
創
生
先
行
型
交

付
金

に
お
け
る
予
定
事
業

は
。
企
画
調
整
課
長
　
①
総
合

戦
略
の
策
定
事
業
②
転
入

者
等
住
ま
い
応
援
交
付
金

事
業
③
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
④

買
い
物
弱
者
支
援
事
業
を

予
定
し
て
い
る
。

質
　
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
な

る
今

回

の
「ひ
と

・

ま
ち

。
し
ご
と
地
方
創
生

戦
略
」
だ
が
、
市
長
の
所
見

を
お
伺
い
す
る
。

赤
．間
市
長
一
既
に
創
生
本

部
を
設
置
し
て
お
り
、
地

方
版
総
合
戦
略
を
２７
年
度

中

に
策
定
し
、
〈フ
後
、
国

・

県
等

の
情
報
等

々
を
収
集

し
て
い
く
。
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